
１．当期の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

全般的な概況 

当期においては、世界的な新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済活動の停滞の影響を受け、特

に化学セグメントや機械セグメントでは上期に需要が大きく減退し、また化学品の市況も悪化した

ことなどから、売上高は前期を下回りました。営業利益・経常利益についても、化学品の市況悪化

に加え、アンモニア工場で定期修理を実施したことなどもあり、石炭など熱エネルギー価格の下落

や諸経費抑制によるコスト削減効果があったものの、前期を下回りました。親会社株主に帰属する

当期純利益は、繰延税金負債の取崩しに伴う税金費用の減少などもあり、前期並みとなりました。 

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。 

 

単位：億円 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 

帰属する当期純利益 

当 期 ① ６，１３８ ２５９ ２３２ ２２９ 

前 期 ② ６，６７８ ３４０ ３５７ ２２９ 

差異①－② △５４０ △８１ △１２４ △０ 

増 減 率 △８．１％ △２３．９％ △３４．８％ △０．２％ 

 

セグメント別概況 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率 

化学 ２，５９３ ２，８６０ △２６６ △９．３％ 

建設資材 ２，８２８ ３，０３０ △２０１ △６．７％ 

機械 ７８７ ９０７ △１２０ △１３．３％ 

その他 ３１ ４５ △１４ △３１．９％ 

調整額 △１０１ △１６５ ６３ － 

合計 ６，１３８ ６，６７８ △５４０ △８．１％ 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率 

化学 ８１ １４５ △６３ △４３．７％ 

建設資材 １４７ １４５ １ １．２％ 

機械 ２８ ４９ △２１ △４２．７％ 

その他 ４ ５ △１ △２５．１％ 

調整額 △３ △６ ２ － 

合計 ２５９ ３４０ △８１ △２３．９％ 

 

（注）調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費

等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。 

- 2 -

宇部興産㈱ (4208) 2021年3月期 決算短信



化学 … 減収減益 

■ナイロン・ファイン事業 

ラクタム事業は、新型コロナウイルス等の影響を受け、原料であるベンゼン等の市況下落により

販売価格が下落したことから、減収となりました。 

ナイロン事業は、新型コロナウイルスの影響により上期に減少した自動車向け需要が下期には回

復しましたが、ラクタム市況下落にともなう販売価格の下落により、減収となりました。 

工業薬品事業は、アンモニア工場で隔年の定期修理を実施したこと等により、生産量・出荷量と

もに減少したことから、減収となりました。 

ファイン事業は、出荷は概ね堅調に推移しましたが、新型コロナウイルスの影響により一部自動

車用途等で需要減少による影響を受けたことから、減収となりました。 

ナイロン・ファイン事業全体としては、アンモニア工場で隔年の定期修理を実施したことに加

え、新型コロナウイルスの影響による販売価格の下落等により、減収減益となりました。 

■合成ゴム事業は、新型コロナウイルスの影響により上期に大きく減少したタイヤ向けの出荷が下

期には回復しましたが、製品市況が下落したことから、減収減益となりました。 

■機能品事業 

電池材料事業は、中国市場での競争激化および新型コロナウイルスの影響による自動車向けの需

要減退もあり販売数量が減少したことから、減収となりました。なお、当下期より、電解液事業

は持分法適用関連会社へ移管しました。 

ポリイミド事業は、ディスプレイ向けＣＯＦフィルムの販売数量が堅調に推移し、また有機ＥＬ

パネル向けワニスの需要が拡大し販売数量が増加したことから、増収となりました。 

機能品事業全体としては、ポリイミド事業等の寄与もあり、減収ながら増益となりました。 

■医薬事業は、自社医薬品のロイヤリティ収入は前期並みでしたが、自社医薬品・受託医薬品とも

に出荷が減少したことから、減収減益となりました。 

■化学セグメント全体としては、新型コロナウイルスの影響等による販売数量の減少および販売価

格の下落、並びにアンモニア工場の隔年の定期修理実施により、減収減益となりました。 

 

建設資材 … 減収増益 

■セメント・生コン事業は、新型コロナウイルスの影響による公共工事の停滞や大手ゼネコンを中

心とした工事中断の影響等があったものの、連結子会社が非連結子会社を吸収合併したことか

ら、増収となりました。 

■カルシア・マグネシア事業は、鉄鋼向けの生石灰および鉄鋼・電力向けマグネシアなどの販売数

量が減少したことから、減収となりました。 

■エネルギー事業は、石炭の販売数量の減少および販売価格の下落により、減収となりました。 

■建設資材セグメント全体としては、カルシア・マグネシアの販売数量の減少および石炭販売数量

減少の影響はあるものの、石炭など熱エネルギー価格の下落および余剰電力の販売価格上昇の影

響が大きく、減収増益となりました。 

 

機械 … 減収減益 

■成形機事業は、自動車産業が厳しい事業環境にあり販売が低調に推移したことから、減収となり

ました。 

■産機事業は、電力会社向け運搬機等の販売堅調、また承継した化学機器事業の効果もあり、増収

となりました。 

■製鋼事業は、原材料価格の上昇に伴い販売単価は回復したものの、販売数量が減少したことか

ら、減収となりました。 

■機械セグメント全体としては、成形機販売低調の影響が大きく、減収減益となりました。 

 

その他 … 減収減益 
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（２）当期の財政状態の概況 

資産については、現金及び預金が３９０億７千８百万円増加したことなどにより、４２４億４千

１百万円増加し７，６９７億１千万円となりました。 

負債については、支払手形及び買掛金が１７億８千９百万円、未払金が２４億７千４百万円減少

したものの、有利子負債が２４０億４千９百万円増加したことなどにより、１６２億５千３百万円

増加し３，８９０億７千５百万円となりました。 

純資産については、利益剰余金が配当により９１億１千万円減少する一方、親会社株主に帰属す

る当期純利益により２２９億３千６百万円増加し、またその他の包括利益累計額が１２１億６千８

百万円増加したことなどにより、２６１億８千８百万円増加し３，８０６億３千５百万円となりま

した。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益２２４億３千３百万円、非資金項

目である減価償却費３６３億８千２百万円、運転資金の増減（売上債権、たな卸資産、仕入債務の

増減合計額）による収入１４７億３千８百万円、法人税等の支払額７５億１千８百万円などによ

り、６６０億５千４百万円のキャッシュ・インとなりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出３８２億８百万円

などにより、３９４億３千３百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは有利子負債の増減による収入２０３億３千２百万円、配当

金の支払額９３億５千８百万円などにより、１０８億５千２百万円のキャッシュ・インとなりまし

た。 

なお、有利子負債の当期末残高は、前期末に比べ２４０億４千９百万円増加し２，１４７億６千

７百万円となりました。 

また、現金及び現金同等物の当期末残高は、前期末に比べ３９０億３千７百万円増加し７９６億

４千６百万円となりました。 

 

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は安定かつ業績に対応した配当と機動的な自己株式取得を行うことを基本方針としておりま

す。財務の健全性や将来の事業拡大のための内部留保の充実も重要と考えております。これらを総

合的に勘案し、株主総会に付議する株主配当案を決定しております。 

２０１９年度を初年度とする中期経営計画「Ｖｉｓｉｏｎ ＵＢＥ ２０２５ ～Ｐｒｉｍｅ 

Ｐｈａｓｅ～」において、ＤＯＥ（株主資本配当率）を指標として取り入れ、ＤＯＥ２．５％以

上、配当と自己株式取得を合わせた連結総還元性向は、３か年平均で親会社株主に帰属する当期純

利益の３０％以上としております。当期は中間配当１株当たり４５円を実施し、期末配当は１株当

たり４５円を予定しております。 

また、次期の配当につきましては中間配当１株当たり４５円、期末配当は１株当たり４５円、合

計年間１株当たり９０円を予定しております。 
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（５）今後の見通し 

次期の業績見通しについては、２０２１年４月から２０２２年３月までの為替水準を１ドル＝

１０３円、国産ナフサ１ｋｌ＝３７,８００円、豪州炭価格１トン＝１０７．８ドルと想定し、次の

通り予想しています。 

売上高は、化学・機械両セグメントが新型コロナウイルスの影響から需要が回復するものの、

「収益認識に関する会計基準」等の適用により減収となる見込みです。営業利益・経常利益は、建

設資材セグメントが石炭価格上昇の影響を受けるものの、化学・機械両セグメントが堅調であるこ

とから増益となる見込みです。親会社株主に帰属する当期純利益は、当期にあった繰延税金負債の

取崩しに伴う税金費用の減少がなくなることもあり、減益となる見込みです。 

単位：億円 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 

帰属する当期純利益 

２０２２年３月期① 
５，７００ 

（６，５００） 
３７０ ３４５ ２１０ 

２０２１年３月期② ６，１３８ ２５９ ２３２ ２２９ 

差異①－② 
△４３８ 

（３６２） 
１１１ １１３ △１９ 

増 減 率 
－ 

（５．９％） 
４２．８％ ４８．１％ △８．４％ 

 

セグメント別概況 

（売上高）       単位：億円 

セグメント ２０２２年３月期① ２０２１年３月期② 差異①－② 増減率 

化学 
２，８００ 

（２，９００） 
２，５９３ 

２０７ 

（３０７） 

－ 

（１１．８％） 

建設資材 
２，０００ 

（２，７００） 
２，８２８ 

△８２８ 

（△１２８） 

－ 

（△４．５％） 

機械 
９５０ 

（９５０） 
７８７ 

１６３ 

（１６３） 

－ 

（２０．７％） 

その他 
３０ 

３１ 
△１ － 

（３０） （△１） （△３．８％） 

調整額 
△８０ 

△１０１ 
２１ － 

（△８０） （２１） － 

合計 
５，７００ 

（６，５００） 
６，１３８ 

△４３８ 

（３６２） 

－ 

（５．９％） 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント ２０２２年３月期① ２０２１年３月期② 差異①－② 増減率 

化学 ２０５ ８１ １２４ １５０．５％ 

建設資材 １１５ １４７ △３２ △２２．０％ 

機械 ５０ ２８ ２２ ７６．６％ 

その他 ５ ４ １ １１．９％ 

調整額 △５ △３ △２ － 

合計 ３７０ ２５９ １１１ ４２．８％ 

 

（注）調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費

等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。 

   括弧内の数字は「収益認識に関する会計基準」等の影響を考慮しない場合の参考値です。 
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